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十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）、
恒
例

の
町
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
っ
た
秋

晴
れ
の
下
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
町
民
約
千
五
百

人
が
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
参
加
し
、
楽

し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
近
畿
勝
浦
ふ
る
さ
と
会

を
中
心
と
し
た
ふ
れ
あ
い
交
流
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍

さ
れ
た
方
々
に
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会

か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
団
体

お
よ
び
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
方
に
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
比
奈
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

平
成
十
四
年
度
ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
徳
島
県

代
表
と
し
て
出
場

橋
本
妙
子

平
成
十
三
年
度
お
よ
び
十
四
年
度
全
国

高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権

大
会
に
徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場

大
久
保
章
子

平
成
十
三
年
度
第
一
回
全
日
本
少
年
少

女
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学
六
年
生
女

子
形
の
部
に
徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場

大
本
晃
司

平
成
十
四
年
度
第
二
回
全
日
本
少
年
少

女
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学
五
年
生
男

子
形
の
部
に
徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場

西
田

心

平
成
十
四
年
度
第
二
回
全
日
本
少
年
少

女
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学
一
年
生
男

子
形
の
部
に
徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場

高
井
佑
佳

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る

中
村
真
弓

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る

坪
井
涼
香

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る

松
鷹
里
枝

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る

田
中
美
帆

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る

日
浦
彩
香

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る

大
谷
佳
弘

平
成
十
三
年
度
第
十
回
全
日
本
少
年
野

球
連
盟
春
季
全
国
大
会
に
徳
島
県
代
表

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場

柏
原
弘
季

平
成
十
三
年
度
第
十
回
全
日
本
少
年
野

球
連
盟
春
季
全
国
大
会
に
徳
島
県
代
表

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場

谷
本
明
弘

平
成
十
三
年
度
第
十
回
全
日
本
少
年
野

球
連
盟
春
季
全
国
大
会
に
徳
島
県
代
表

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場

山
西
正
芳

平
成
十
四
年
度
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー

ズ
バ
ー
レ
ボ
ー
ル
に
徳
島
県
代
表
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場

教
育
委
員
会
表
彰

町民の皆さまにはいつも物心両面にお世話

になり心より厚くお礼申し上げます。

早いものであと１月あまりで徳島駅伝の時

期となり、選手も一生懸命練習に励んでいます。

そこで次の件についてご協力をお願いいた

します。

①道路では右側、左側のどちらも走る場合が

あります。（なるべく交差点や道路を横断し

ないようにするためです。）

②夜間選手が見えればライトを下向きにして

ください。

③犬の放し飼いを止めてください。

以上安全に練習するためのご協力をお願いい

たします。

勝浦郡陸上競技協会からの
おねがい

団

体

個

人

町
民
体
育
大
会

第41回



まちかど散歩みち

３

勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
二
回
会
議

勝
浦
町
と
千
葉
県
勝
浦
市
、
和
歌
山
県
那
智
勝

浦
町
で
つ
く
る
「
全
国
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

第
二
回
会
議
が
十
月
三
十
日

、
ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
本
町
か
ら
川
口
幸
一
町
長
ら
九
人
、

那
智
勝
浦
町
か
ら
中
村
詔
二
郎
町
長
ら
三
人
、
勝

浦
市
か
ら
藤
平
輝
夫
市
長
ら
三
人
が
出
席
し
、
市

民
や
民
間
団
体
レ
ベ
ル
で
の
物
流
・
文
化
・
観
光

な
ど
幅
広
い
分
野
で
交
流
促
進
を
確
認
し
、
協
定

の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。

川
口
町
長
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意
義
を
法
定

合
併
協
議
会
の
場
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
話
し
、

合
併
計
画
に
か
か
わ
ら
ず
友
好
都
市
協
定
締
結
を

目
指
す
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

▲左から川口町長、藤平勝浦市長、中村那智勝浦町長

１市４町の住民との交流も含めたイベントで、大勢の方が交流を深めました。

今年の目玉は、千人で一斉にお手玉演舞をする「千人の力コンテスト」。阿波

踊り連の鉦や太鼓の演奏に合わせて、みかん色のお手玉でお手玉演舞をしまし

た。そのほかにも心が躍るみかん数量当てクイズ、元気いっぱいのお菓子投げ

やハワイアンダンスなどで楽しく１日を過ごしました。

みかんを提供してくださったＪＡ東とくしまと観光みかん園の皆さんありが

とうございました。

11月17日 、少し風はありましたが
申し分のない青い空とともに「千人の
力コンテスト みかん祭り」が星谷運
動公園で開催されました。

表紙の答え

４５９個

（日）

（火）



．

12月のテーマ

４

Part 16

合
併
御
意
見
番
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
、

数
件
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
誌
に
「
合
併
後
、
新
市
の
中
で
…
…
」

質
と
あ
る
が
、
ま
だ
合
併
は
決
ま
っ
て
い
な
い
の

に
拙
速
で
な
い
か
。
合
併
し
な
い
場
合
の
意
見
を
求
め

る
こ
と
は
し
な
い
の
か
。

市
町
村
合
併
を
実
現
す
る
に
は
、
い
く
つ
か

答
の
手
順
が
あ
り
ま
す
。

法
定
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
議
会
の
承
認
を
得
る

こ
と
も
ひ
と
つ
の
段
階
で
す
。

市町村合併に関する町民の皆さんのご意

見や疑問をお寄せいただくコーナーを開設

いたしました。

現在、勝浦川・那賀川流域間１市４町合

併協議会で進めている合併協議に対するご

意見や市町村合併に関する制度などのご質

問をどしどしお寄せください。

勝浦町は、農業を中心とした産業の振興に取り組んでいます。

しかし、農業は、農作物の価格低迷や国際競争、担い手の不足

など大きな問題を抱えています。

「合併御意見番」の12月のテーマは、今後、農業や産業の振

興をどのような方向で進めていけばよいか、住民の皆さんのご

意見をお寄せください。

また、その他市町村合併に関する質問やご意見もお聞かせく

ださい。

農業および産業振興について
① 農業およびその他の産業の振興策

② 担い手不足に対する施策

③ 就業の機会提供

④ その他

①毎月１つのテーマに絞り、町民

の皆さんからご意見をお願いし

ます。

②合併協議や合併制度、また、町

行政について、自由なご意見、

ご質問をお願いします。

①広報「かつうら」に折り込んで

ある合併御意見番の用紙（複数

枚にわたる場合は白紙も可）に

ご意見、ご質問を記入する。記

入にあたっては、ご質問等に回

答させていただく場合がありま

すので、住所、氏名および年齢

を明記してください。

②同じく広報に折り込んである返

信用封筒（切手不要）にて郵送

してください。

なお、皆さんからいただいたご

意見、ご質問および回答を広報

「かつうら」に掲載させていただ

く場合がありますので、あらかじ

めご了承ください。ただし、住所、

氏名については、地区名、イニシャ

ル等に変更させていただきます。

ご意見等をいただく内容は

ご意見等の送付方法は

合
併
に
伴
う
財
政
支
援
制
度

国
や
県
の
財
政
支
援
措
置

合
併
御
意
見
番
の
ご
意
見
、
あ
れ
こ
れ

合
併
後
十
カ
年
度
に
わ
た
り
新
市

建
設
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
事

業
や
、
地
域
振
興
の
た
め
に
積
み
立

て
ら
れ
る
基
金
の
資
金
と
し
て
、
特

に
有
利
な
条
件
（
返
済
す
る
元
利
償

還
金
の
七
十
％
が
交
付
税
と
し
て
措

置
）
で
お
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

○
総
事
業
費

三
一
七･

七
億
円

交
付
税
算
入
額

二
一
一･

三
億
円

＋
利
息
の
七
十
％

○
基
金
造
成
事
業

三
二･

七
億
円

交
付
税
算
入
額

二
一･

七
億
円

＋
利
息
の
七
十
％

合
併
特
例
債

連絡先

勝浦町理事 数 藤

総 務 課 野 上 まで

２－2511 FAX２－3028

e-ma il
soumu@town.katsuura.tokushima.j p

ご要望により

合併出張講座に出向きます 「市町村合併」を
考える

（1）
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合
併
協
議
の
中
身
、

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

第
五
回
一
市
四
町
合
併
協
議
会

十
二
月
十
一
日

午
後
二
時
か
ら

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
ー
ル

傍
聴
は
自
由
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

こ
の
法
定
協
議
会
で
は
、
合
併
し
た
場
合
の
将
来
像

を
住
民
に
示
し
、
合
併
の
判
断
を
仰
ぐ
た
め
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

広
報
誌
に
「
新
市
の
中
で
…
…
」
と
い
う
表
現
は
、

協
議
会
で
検
討
し
て
い
る
計
画
の
中
で
、
将
来
の
勝
浦

地
域
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
聞
き

す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。

合
併
協
定
項
目
の
具
体
案
を
前
も
っ
て
町
民

質
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
特
に
、
新
市
の
名
称
、

議
員
の
扱
い
、
町
名
・
字
名
の
扱
い
、
慣
行
の
扱
い
な
ど

は
重
要
で
あ
る
。

法
定
協
議
会
で
は
、
各
市
長
の
住
民
や
議
会

答
の
代
表
で
構
成
す
る
会
議
で
、
将
来
構
想
・
計

画
、
合
併
協
定
項
目
の
内
容
を
決
定
し
ま
す
。
こ
こ
で

決
ま
っ
た
内
容
は
、
合
併
協
議
会
だ
よ
り
で
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

案
の
段
階
で
住
民
へ
周
知
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
全
て
の
項
目
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
は
、
得

ら
れ
る
効
果
を
勘
案
す
る
と
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
新
市
の
名
称
や
慣
行
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、

前
も
っ
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
そ
の
中
か
ら

決
め
て
い
く
と
い
う
手
法
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
進
め
る
町
の
施
策
と
し
て
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

質
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
整
備
を
促
進
し
た
り
、

光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
高
速
情
報
通
信
化
整
備
を
要
望
し
、

情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ

た
い
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
は
、
高
速

答
化
を
増
す
情
報
化
時
代
に
不
可
欠
な
基
盤
整
備

と
考
え
ま
す
。
整
備
の
手
法
や
補
助
制
度
、
住
民
負
担

の
額
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
調
査
を
進
め
る
な
ど
、
実

現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

交
付
税
の
合
併
算
定
替

普
通
交
付
税
は
、
そ
の
自
治
体
の

公
共
施
設
な
ど
の
数
や
人
口
な
ど
の

基
礎
的
数
値
を
算
出
デ
ー
タ
と
し
て

交
付
額
が
算
定
さ
れ
、
基
盤
の
弱
い

自
治
体
ほ
ど
高
い
率
で
配
分
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
合
併
す
る
と
施
設
が
重
複
し

て
減
っ
た
り
、
人
口
な
ど
の
基
礎
的

数
値
が
増
え
る
た
め
配
分
率
が
低
く

な
る
こ
と
か
ら
新
市
の
交
付
税
の
総

額
は
、
合
併
し
な
い
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
に
交
付
さ
れ
る
交
付
税
の
総

額
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
合
併
特
例
法
の
特
例
措
置

を
適
用
し
て
、
合
併
後
十
カ
年
度
は

旧
の
市
町
単
位
で
毎
年
度
交
付
税
の

額
を
算
定
し
、
そ
の
総
額
と
新
市
と

し
て
一
本
算
定
し
た
交
付
税
の
額
と

の
多
い
方
が
、
新
市
に
交
付
税
と
し

て
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
合
わ
せ
る
た
め

に
必
要
な
費
用
な
ど
、
合
併
に
伴
い

臨
時
的
に
必
要
と
な
る
経
費
が
、
普

通
交
付
税
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

○
五
年
間
で

八･

二
億
円

普
通
交
付
税
の
合
併
補
正

特
別
交
付
税
措
置

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
や
公
共
料
金
・

借
金
残
高
の
差
を
調
整
す
る
経
費
な

ど
が
、
特
別
交
付
税
と
し
て
交
付
さ

れ
る
。

○
交
付
額
の
総
額

七･

九
億
円

合
併
協
議
十
一
月
の
動
き

一
市
四
町
合
併
協
議
会
第
四
回
会
議

日

時

十
一
月
十
三
日

場

所

小
松
島
市
ミ
リ
カ
ホ
ー
ル

勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
一
市
四
町
合

併
協
議
会
の
第
四
回
会
議
で
は
、
二
件
の

報
告
事
項
と
二
件
の
協
議
事
項
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会

日

時

十
一
月
二
十
一
日

場

所

小
松
島
市
役
所

大
会
議
室

地
域
の
課
題
な
ど
、
三
件
の
協
議
事
項

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

先
進
地
調
査
研
修
実
施

日

時

十
一
月
二
十
二
日

場

所

愛
媛
県
宇
摩
合
併
協
議
会
を
視
察

合
併
協
議
会
委
員
に
よ
る
愛
媛
県
宇
摩

合
併
協
議
会
（
伊
予
三
島
市
）
へ
の
先
進

地
調
査
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
推
進
の
た
め
の
補
助
金

①
合
併
準
備
補
助
金

各
市
町
へ

五
百
万
円

②
合
併
市
町
村
補
助
金

補
助
額

六
億
円

③
徳
島
県
合
併
協
議
会
活
動
支
援
事

業
費
補
助
金

上
限

三
千
万
円

④
徳
島
県
市
町
村
合
併
特
別
交
付
金

一
市
四
町
で
上
限

八
億
円

（木）（金）

（水）

（水）

（2）（3）（4）（5）



machikado sanpomichi
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第
九
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
が
十
一

月
十
七
日

、
徳
島
市
民
吉
野
川
北
岸
運

動
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
強
豪

が
ひ
し
め
く
中
、
エ
ル
ダ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

の
部
で
二
年
連
続
出
場
の
生
比
奈
ク
ラ
ブ

は
順
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
藍
住
町
に

惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
見
事
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

生
比
奈
ク
ラ
ブ
で
は
部
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
興
味
、
関
心

の
あ
る
方
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

代
表

真
木

二
―
三
八
七
一

平
井

二
―
三
〇
八
八

第
九
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
県
大
会

生
比
奈
ク
ラ
ブ
準
優
勝
！

生比奈クラブは、初戦８－１、２回戦９－

２、準決勝12－５、決勝は５－１と勝利し、

見事初優勝を勝ち取ることができました。ま

た最優秀選手に西角卓馬君（五年）、優秀選

手に笠木翔平君（五年）が選ばれました。

「心で勝て、次に技で勝て、ゆえに実戦は

練習、練習は実戦」をモットーに、日々練習

に励んでいます。ぜひ応援してください。

優 勝 生 名

山

西

掛

棚

久

星

谷

横

瀬

坂

本

中

山

専

門

生

名

中

角

平成15年度勝浦・小松島少年野球新人大会が11月16日、17日の２日間、南小松島小

学校グランドほかで、小松島市勝浦郡内の全少年野球チームが参加し、開催されました。

地区対抗

軟式野球大会

地区対抗軟式野球大会が10月17日から勝浦

中学校グラウンドで、９チームの参加で行わ

れました。

１回戦から好ゲームの連続で、決勝は横瀬

対生名となりました。

１点を争う緊迫した試合でしたが、延長８

回で両チーム無得点のまま試合終了し、最後

は抽選で生名が優勝を決めました。

おめでとうございます。

結果は右のとおりです。

生比奈少年野球クラブ優勝！



７

平
成
十
五
年
勝
浦

町
成
人
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
五
年
一
月
二
日

受
付

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

式
典

午
前
十
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

該
当
者

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

平
成
九
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
お
よ

び
十
一
月
三
十
日
現
在
町
内
に
在
住
し
て

い
る
方
に
は
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
ご
通

知
い
た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
該
当
さ
れ
る

方
は
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参

加
に
あ
た
り
、
華
美
に
な
ら
な
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

毎
年
恒
例
の
芸
術
祭
を
次
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
方
が
作
品
を
出

品
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

日

時

平
成
十
五
年
一
月
十
一
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

一
月
十
二
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
図
書
館
二
階

募
集
す
る
作
品

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ

ス
ト
・
水
墨
画
・
手
工
芸
・

生
け
花
・
俳
句
・
短
歌
・
川

柳
・
彫
刻
・
陶
芸
・
日
本
画
・

漫
画
そ
の
他
芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

一
月
十
日

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

搬

入

先

一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
三
階
、
小
・
中
学
校
は

図
書
館
二
階
へ
直
接
作
品
を

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
生
徒
と
は

中
学
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
専
門
技
術

者
を
養
成
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

採
用
さ
れ
る
と
特
別
職
国
家
公
務
員
と

な
り
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
各
々
の
全

寮
制
の
学
校
等
に
入
校
し
ま
す
。

入
校
後
三
年
間
は
一
般
高
校
と
同
じ
学

科
と
各
種
運
転
技
術
の
基
礎
を
学
び
ま

す
。(

三
年
後
に
は
高
卒
資
格
取
得)

そ
の
後
約
一
年
間
専
門
教
育
受
講
と
部

隊
実
習
等
を
行
い
ま
す
。

入
校
四
年
後
に
は
自
衛
隊
中
堅
ク
ラ
ス

へ
の
昇
進
が
確
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
任
給
一
五
五
、九
〇
〇
円
・
ボ
ー
ナ

ス
三
回
四
・
七
ヶ
月
（
平
成
十
四
年
四

月
現
在
）

食
費･

寮
費
等
一
切
無
料
、
制
服
類
も

支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
見
込
み
か
ら

十
七
歳
未
満
の
男
子

◎
受
付
期
間

平
成
十
四
年
十
一
月
五
日
か
ら

平
成
十
五
年
一
月
七
日

◎
試
験
期
日

一
次
―
平
成
十
五
年
一
月
十
一
日

二
次
―
平
成
十
五
年
一
月
二
十
四
日
か
ら

一
月
二
十
七
日

お
問
い
合
わ
せ
先

阿
南
募
集
事
務
所

阿
南
市
富
岡
町
内

町
一
六
四
（
内
町
会
館
一
Ｆ
）

〇
八
八
四
―
二
二
―
六
九
八
一

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura.tokush ima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokushima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokush ima.jp

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuu ra.tokushima.jp

情報アラカルト

イベント
催し物

成
人
式
の
ご
案
内

募 集
勝
浦
町
芸
術
祭

作

品

募

集

自
衛
隊
生
徒
募
集

（木）

（金）

（土）

（日）

（日）

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）



８

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察

審
査
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
し
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
徳
島
検
察
審
査
会
事

務
局
（
徳
島
地
方
裁
判
所
内
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
八
八
―
六
五
二
―
三
一
四
一

「
え
っ
!!
最
低
賃
金
知
ら
な
い
の
？
」

・
徳
島
県
最
低
賃
金
（
十
月
一
日
よ
り
）

一
時
間

六
一
一
円

・
紡
績
、
織
物
業
（
十
二
月
二
十
一
日
よ
り
）

一
日

五
、二
一
六
円

一
時
間

六
五
二
円

・
造
作
材
・
合
板
・
建
築
用
組
立
材
料
製

造
業

（
十
二
月
二
十
一
日
よ
り
）

一
日

五
、九
七
六
円

一
時
間

七
四
七
円

・
一
般
機
械
器
具
製
造
業
（
十
二
月
二
十
一
日
よ
り
）

一
日

六
、〇
七
二
円

一
時
間

七
五
九
円

・
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業

（
十
二
月
二
十
一
日
よ
り
）

一
日

五
、六
八
〇
円

一
時
間

七
一
〇
円

本
件
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

徳
島
労
働
局
賃
金
室

〇
八
八
―
六
五
二
―
九
一
六
五

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
を
宅
地
、
雑

種
地
、
山
林
等
の
地
目
に
変
更
す
る
申
請

を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、

農
地
が
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
場
合
は
、

先
に
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
除
外
手
続
き
が
完
了

後
、
地
目
を
変
更
す
る
手
続
き
を
農
業
委

員
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
は
、
平
成

十
五
年
は
三
月
十
日
が
受
付
締
切
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
申
請
手
続
き
は
農
業
委
員
会

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
申
請
用
紙
は
農
業

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
除
外
手
続
き
が
完

了
す
る
の
は
九
月
頃
と
な
り
ま
す
。
農
地

を
他
の
地
目
に
変
更
す
る
予
定
が
あ
る
方

は
、
早
め
に
農
業
振
興
地
域
に
入
っ
て
い
な

い
か
農
業
委
員
会
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
（

二
―
一
五

〇
五
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

お知らせ

徳
島
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

農
振
地
域
の

除
外
手
続
き
を

畑
総
水
利
用
の
節
水
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
水
源
正
木
ダ
ム
か
ら
の

導
水
ト
ン
ネ
ル
が
、
国
、
経
済
産
業
省

の
法
定
検
査
に
伴
い
、
次
の
日
程
の
と

お
り
断
水
い
た
し
ま
す
。

正
木
ダ
ム
か
ら
の

導
水
管
断
水
に
つ
い
て

平
成
十
四
年

か
ら

平
成
十
五
年

の
予
定

調
査
期
間

今年の届出、今年のうちに
国民年金の手続きに届出忘れは
ありませんか。

●20歳になったとき

●20歳以上の方が就職、退職した
とき

●結婚して、会社にお勤めの配偶者
に扶養されるようになったとき

●会社にお勤めの配偶者に扶養され
ていた方が就職したとき、逆に退
職して被扶養者になったとき

●会社にお勤めの方が転職したとき

などには国民年金の手続きが必
要です。届出を忘れていると将来
年金に結び付かない場合がありま
すので、もう一度ご確認ください。

年金を受給されている方へ

年金を受給中の方も、次のよう
なときには届出が必要です。

●住所が変わったとき
‥‥‥‥‥‥‥‥‥住所変更届

●氏名が変わったとき
‥‥‥‥‥‥‥‥‥氏名変更届

●年金の受取金融機関を変更するとき
‥‥‥‥‥‥‥支払機関変更届

●年金を受けている方が死亡したとき
‥‥‥‥‥年金受給権者死亡届

●年金証書をなくしたとき
‥‥‥‥年金証書再交付申請書

保険料の納め忘れは
ありませんか

14年度の国民年金保険料は、月
額13,300円です。

●一括して納めると割引される前
納制度があります

●経済的な理由で納められない場合
は、保険料免除制度があります

●学生の方には、学生納付特例制
度があります

●保険料の納め忘れを防止するた
め、口座振替をご利用ください

詳しくは、
役場住民課
２－1501

徳島南社会保険事務所
088－652－3111へ

国民年金だより

（火）（土）



９

わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

育
児
の
不
安
や
養
育
上
で
お
困
り
の
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
生
比
奈
保
育
所
で

は
、
子
育
て
の
悩
み
相
談
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時

間

平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時平
成
十
四
年
十
二
月
一
日

午
前
八
時
～
十
一
時
ま
で

（
雨
天
の
場
合
は
、
十
二
月
八
日
に

延
期
）

場

所星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

｢

第
五
十
四
回
人
権
週
間｣

を
、
十
二
月

四
日
か
ら
十
日
ま
で
と
定
め
、
世
界
人
権

宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
次
の
事
項

を
重
点
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

・｢

育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識｣

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め

よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
は
止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権
を

守
る
た
め
相
談
相
手
に
な
り
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽

に
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。

堀

毅
男

勝
浦
町
中
山

二
―
二
四
三
二

細
川

寛

勝
浦
町
坂
本

二
―
四
〇
六
八

森
脇
和
一

勝
浦
町
沼
江

二
―
三
二
三
七

中
西

正

勝
浦
町
沼
江

二
―
三
三
〇
九

特
定
家
庭
用
機
器
四
品
目

（
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
電
気
冷
蔵
庫
・
電
気
洗
濯
機
）
と

家
庭
の
粗
大
ゴ
ミ
の
回
収
に
つ
い
て

住

民

課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

十
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

18日 11日 ４ 日

○

十
二
月
お
誕
生
会
を
す
る

○

お
餅
つ
き
に
参
加
す
る

○

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
す
る

○

サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ぶ

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

誕
生
児
の
写
真
撮
影

○

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
づ
く
り
等

第
五
十
四
回

人

権

週

間

十
二
月
二
十
六
日

か
ら
三

十
日

に
か
け
て
、
火
災
予
防

年
末
特
別
警
戒
期
間
で
す
。

期
間
中
、
午
後
八
時
に
緊

急
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
空

気
も
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火

の
取
り
扱
い
に
は
充
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

火
の
用
心

（水）

（日）

（水）（水）

（月）

（木）
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「
水
俣
」
…
…
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の

町
を
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ま
す

か
。
日
本
中
い
や
世
界
中
に
も
知
ら
れ

た
有
機
水
銀
公
害
で
あ
る
「
水
俣
病
」

の
発
生
し
た
町
、
そ
う
聞
け
ば
、
と
て

も
汚
れ
た
町
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
春
、
修
学
旅
行
で
水

俣
に
行
き
ま
し
た
。
私
も
最
初
、
水
俣
っ

て
汚
れ
た
町
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
偏
見
だ
っ

た
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
水
俣
の

空
は
高
く
晴
れ
わ
た
り
、
海
は
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
に
澄
ん
で
透
き
通
っ
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
水
俣
の
い
ま
わ
し

い
過
去
や
水
俣
市
の
復
興
へ
の
取
り
組

み
を
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
、
水

俣
病
の
語
り
部
さ
ん
か
ら
の
話
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
山
内
さ
ん
と
い
う
そ
の

方
は
、
高
齢
で
水
俣
病
の
た
め
体
が
不

自
由
に
な
り
、
二
十
年
以
上
車
椅
子
で

生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
俣
病
は
初
め
、

原
因
が
分
か
ら
ず
、
伝
染
病
で
は
な
い

か
、
漁
師
の
間
に
広
が
る
病
気
で
は
な

い
か
と
い
う
噂
が
立
ち
、
「
電
車
で
座

る
と
、
そ
の
後
に
は
誰
も
座
ら
な
い
」、

「
水
俣
病
の
人
が
飲
ん
だ
湯
の
み
は
絶

対
に
使
わ
な
い
」、「
水
俣
病
の
出
た
家

の
人
と
は
付
き
合
わ
な
い
」
な
ど
、
ひ

ど
い
差
別
を
受
け
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
話
を
山
内
さ
ん
は
切
々
と

語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
涙
を
流
し

て
「
第
二
の
水
俣
を
作
っ
て
は
い
け
な

い
」、「
人
が
人
を
差
別
す
る
こ
と
は
絶

対
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
水
俣
病

は
環
境
破
壊
が
問
題
な
ん
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
山
内
さ
ん
の
話
を
お
聞

き
し
、
も
っ
と
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
差
別
。

水
俣
病
の
一
番
の
悲
劇
は
患
者
さ
ん
へ

の
差
別
で
、
今
も
苦
し
ん
で
い
る
人
が

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
水
俣
と
い
う

だ
け
で
偏
見
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

水
俣
病
は
公
害
が
引
き
起
こ
し
た
障

害
で
す
が
、
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
を
持
つ
方
が
い
ま
す
。
以
前
私
が
職

場
体
験
学
習
で
訪
れ
た
「
ふ
じ
み
園
」

で
は
、
知
的
障
害
を
持
つ
人
が
、
社
会

に
出
て
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
花
作
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
作
業

を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
こ
で
一

緒
に
活
動
し
て
み
て
、
ふ
じ
み
園
の
方
々

は
本
当
に
純
粋
で
、
作
業
は
ゆ
っ
く
り

で
も
、
真
剣
に
取
り
組
む
心
の
美
し
い

人
だ
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
般
の
社
会
に
出
る
と
な
か

な
か
仕
事
も
見
つ
か
ら
ず
、
世
間
の
目

は
冷
た
い
そ
う
で
す
。
実
は
、
私
の
母

も
足
に
障
害
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

私
の
母
は
、
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
の
用

意
な
ど
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
や
っ

て
く
れ
ま
す
。
私
は
十
四
年
間
、
母
と

一
緒
に
生
活
し
て
き
て
、
母
を
特
別
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
障
害
を
持
つ
人
は
外
に
出
る
と
、

特
別
な
視
線
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
障
害
を
持
つ
人
は
、
ど
う
し
て

こ
ん
な
寂
し
い
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
私
は
水
俣
に
行
っ
て
そ
の

解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
か
ら
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

水
俣
に
は
、
水
俣
病
患
者
さ
ん
に
寄
り

そ
っ
て
施
設
で
働
く
方
、
安
全
で
日
本

一
お
い
し
い
玉
ね
ぎ
作
り
に
励
む
農
家

の
方
、
二
度
と
海
を
よ
ご
さ
な
い
よ
う

に
水
を
守
り
山
を
守
る
方
々
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
人
た
ち
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
偏
見
に
負
け
ず
「
水
俣
っ
て

い
い
と
こ
ろ
だ
よ
」
と
胸
を
張
っ
て
言

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
語
る
言
葉

の
中
に
、
美
し
い
水
俣
を
蘇
ら
せ
よ
う

と
い
う
熱
い
思
い
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
た
ち
を

見
て
、
私
は
、
は
っ
と
し
た
の
で
す
。

水
俣
を
こ
こ
ま
で
復
興
さ
せ
た
の
は
、

こ
の
人
た
ち
の
力
。
仲
間
の
力
だ
。
差

別
や
偏
見
に
負
け
、
あ
き
ら
め
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
い
、
水
俣

を
蘇
ら
せ
よ
う
と
が
ん
ば
る
仲
間
の
力

な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
今
こ
れ
が
必
要
だ
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
学
校
で
も
「
み

ん
な
仲
間
だ
よ
」
と
い
う
気
持
ち
が
全

校
生
徒
に
生
ま
れ
た
ら
、
学
校
か
ら
差

別
や
つ
ら
い
思
い
を
す
る
人
は
い
な
く

な
る
は
ず
で
す
。

私
は
、
今
、
飯
中
を
も
っ
と
す
ば
ら

し
い
学
校
に
す
る
た
め
に
み
ん
な
で
水

俣
の
人
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
な
ス
テ

キ
な
仲
間
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

かたりあうページ

水俣に学ぶ
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こ
ん
に
ゃ
く
の
表
裏
解
し
か
ね
し
ば
ら
く
は
上
向
き
し
方
を
表
と
す
る
か

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
お
も
し
ろ
い
歌
で
あ
る
。
誰
が
こ
ん
に
ゃ
く
の
裏
表
に

気
を
つ
け
て
見
た
で
あ
ろ
う
か
。
誰
も
気
の
つ
か
な
か
っ

た
こ
と
に
気
を
つ
け
る
、
こ
れ
は
芸
を
も
つ
人
に
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
蒟こん
蒻
に
ゃ
く

は
た
し
か
に
上
に
向
い
た

方
が
表
で
あ
ろ
う
。

何
事
も
う
べ
な
い
ゆ
か
な
眠
り
さ
え
も
こ
ま
切
れ
と
な
る
七
十
路
な
り

生
名

柳
田
末
子

〈
評
〉
「
う
べ
な
い
」
と
は
承
知
す
る
こ
と
で
あ
る
。
誰
し
も

年
を
取
る
と
若
い
時
の
よ
う
に
ぐ
っ
す
り
と
、
熟
睡
で
き

な
い
も
の
だ
。「
眠
り
こ
ま
切
れ
」
と
は
巧うま
く
言
っ
た
も

の
だ
。
た
し
か
に
人
生
七
十
に
も
な
る
と
何
事
に
も
う
べ

な
わ
な
く
て
は

。

も
ぎ
た
て
の
曲
り
胡
瓜
も
入
れ
添
え
て
宅
急
便
の
時
刻
へ
急
ぐ

中
山

溝
内
喜
美
代

〈
評
〉

曲
っ
た
胡
瓜
は
愛
嬌
が
あ
っ
て
い
い
。
そ
れ
も
も

ぎ

た
て
と
い
う
か
ら
一
層
新
鮮
だ
。
送
る
人
の
気
持
ち
が
込
っ

て
い
て
う
れ
し
い
。
き
っ
と
都
会
に
出
て
い
る
子
や
孫
に

送
る
の
で
あ
ろ
う
。
宅
急
便
は
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
、
早

く
走
っ
て

。

笑
顔
な
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
な
り
と
も
美
し
き
そ
の
ひ
と
と
き
を
癒
さ
れ
て
お
り

棚
野

殿
川
早
苗

〈
評
〉
心
の
底
か
ら
の
笑
顔
で
な
く
て
も
、
仕
事
上
の
作
り
笑

い
で
あ
っ
て
も
〈
笑
む
顔
〉
の
表
情
は
〈
笑
ま
な
い
顔
〉

よ
り
も
ず
っ
と
美
し
く
見
え
、
そ
の
場
だ
け
で
も
心
癒
さ

れ
る
も
の
だ
。
そ
れ
が
本
当
に
心
の
底
か
ら
の
笑
顔
だ
っ

た
ら
も
っ
と
い
い
。

白はく
髪はつ
に
な
る
決
心
が
ま
だ
つ
か
ず
独
り
の
夜
を
髪
染
め
て
お
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

匂
う
な
く
下
向
き
て
咲
く
紅
葉
ば
な
飛
翔
の
か
た
ち
掌
に
受
け
止
め
る

坂
本

木
下
茂
子

不
器
用
が
愛
嬌
と
な
り
仕
上
が
り
ぬ
孫
の
作
り
し
焼
き
物
の
皿

中
山

山
下
房
雄

米
余
る
時
代
な
れ
ど
も
刈
り
あ
と
に
老
い
の
一
人
が
落
ち
穂
を
拾
う

立
川

堀

梅
子

幼
な
日
の
記
憶
た
ど
り
つ
つ
母
に
似
る
仏
像
も
し
や
と
羅
漢
堂
め
ぐ
る

棚
野

田
中
茂
子

月
下
美
人
は
今
宵
か
ぎ
り
と
咲
き
お
れ
ば
眠
ら
ず
に
見
極
む
花
萎
む
ま
で

横
瀬

日
下
克
子

秋
祭
り
作
る
料
理
の
手
際
よ
く
何い
時つ
し
か
嫁
は
わ
れ
を
越
え
た
り

横
瀬

平
山
美
千
江

足
腰
を
病
み
て
言
い
た
き
愚
痴
な
れ
ど
水
に
沈
め
て
今
日
も
鎌
研と
ぐ

横
瀬

廣
安
美
枝
子

古
希
過
ぎ
て
同
窓
会
に
集
れ
ば
身
罷
り
し
人
の
黙
祷
で
始
ま
る

坂
本

山
口
昭
市

寝
た
き
り
の
翁
に
も
あ
っ
た
青
春
を
翁
の
孫
ら
に
語
っ
て
あ
げ
る

棚
野

田
中
久
子

真
夜
中
に
暴
走
族
の
過
ぎ
し
後
は
こ
お
ろ
ぎ
鳴
き
て
闇
の
鎮しず
ま
る

西
岡

南

昌
子

期
待
せ
し
ほ
ど
に
は
見
え
ね
ど
白
内
障
の
術
後
は
明
る
し
皺
増ふ
え
て
見
ゆ

横
瀬

林

と
み
え

抱
き
合
え
ば
二
十
四
年
の
歳
月
も
一
瞬
に
戻
る
肉
親
の
温
も
り

横
瀬

桜
木
千
代
子

人
の
名
も
花
の
名
も
出
ぬ
老
い
二
人
尻
切
れ
と
ん
ぼ
と
笑
い
て
終
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

隣
組
な
の
に
会
う
は
久
し
ぶ
り
な
れ
ば
ま
ず
健
や
か
さ
聞
き
本
題
に
入
る

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

体
調
の
勝すぐ
れ
ず
と
い
う
返
信
多
し
六
十
半
ば
の
同
窓
の
会

横
瀬

丸
関
朋
子

節
く
れ
て
荒
れ
し
わ
が
手
を
眺
め
い
る
七
十
年
を
農
に
生
き
来
て

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

鶏
の
起
床
ラ
ッ
パ
で
働
け
ど
赤
字
申
告
よ
今
の
農
業
は

坂
本

平
尾
智
男

部
屋
の
中
ま
で
陽
の
差
し
来
た
り
て
深
む
秋
寝
呆
け
て
お
れ
ぬ
二
日
酔
な
り

中
山

栗
城

絹

九
期
の
現
職
と
前
議
員
七
名
が
結
び
し
三
十
余
年
の
堅
き
親
交
誇
る

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

選
者
の
一
首

今
年
の
炎
暑
も
死
な
ず
に
過
ご
し
仰
ぎ
い
る
新
涼
の
稼
勢
山

ふ
る
さ
と
の
山

松
並
武
夫

次
回
作
品
募
集

十
二
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

平
成
十
五
年
一
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

松
並
武
夫

選

お
詫
び
と
訂
正
「
か
つ
う
ら
文
芸
第
四
集
」

五
十
八
ペ
ー
ジ
短
歌
二
行
目

「
若
き
日
欺
く
ま
で
」
は

「
若
き
日
斯
く
ま
で
」
の
誤
り
で
し
た
。

よ
ろ
し
く
ご
訂
正
お
願
い
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。（
係
）
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ククリリーーンン情情報報

12月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日
（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日
（10日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（17日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

12

月

21

日

（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

12月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日
（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日
（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（16日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

12

月

24

日
（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

今月の回収日 12月７日
12月29日

午前９時まで

ご
み
収
集
は
十
二
月
三
十
日

ま
で
行
い
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日

か
ら
平

成
十
五
年
一
月
三
日

ま
で
の

四
日
間
、
年
末
年
始
の
た
め
休

業
し
、
一
月
四
日

か
ら
ご
み

収
集
を
再
開
し
ま
す
。
休
業
期

間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
末
は
ご
み
を
出
す

の
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
、
計

画
を
立
て
、
ご
み
収
集
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●
十
二
月
四
日

●
十
二
月
十
八
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と

鑑
札
が
必
要
で
す
。

年
末
年
始
の
休
業
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
十
二
月
十
九
日

か

ら
平
成
十
五
年
一
月
六
日

ま
で
の

間
、
県
の
犬
の
引
取
り
が
休
業
し
ま

す
。
こ
の
期
間
中
役
場
も
引
取
り
が

で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
一
月
七
日

よ
り
再
開
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
業
務

休
業
の
ご
案
内

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（土）
（日）（月）

（火）

（木）

（金）
（土）

（水）（水）

（月）

（火）

（１）
（２）

（３）
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●正しい通行の励行（歩道通行・路側帯通行）

●横断時の右、左の確認
●明るい服装、反射材の着用

高齢者交通安全三則

高齢者事故多発類型

年
末
に
は
、
金
融
機
関
等
を
対
象
と
し
た
強
盗
事

件
を
は
じ
め
、
各
種
犯
罪
や
事
故
が
多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

県
警
察
で
は
、
犯
罪
の
抑
止
と
事
故
防
止
の
た
め
、

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
、
次

の
こ
と
を
重
点
と
し
た
年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

○
年
末
に
お
い
て
特
に
警
戒
を
要
す
る
犯
罪
を
抑
止

す
る
た
め
の
活
動
等
の
強
化

・
金
融
機
関
等
を
対
象
と
し
た
強
盗
事
件
等
の
未

然
防
止
活
動
の
強
化

・
街
頭
犯
罪
の
抑
止
と
検
挙
活
動
の
推
進

・
暴
力
団
犯
罪
の
総
合
的
取
締
り

・
少
年
非
行
防
止
活
動
の
推
進

○
年
末
の
交
通
安
全
運
動
の
推
進

○
雑
踏
事
故
の
防
止

期
間
中
、
県
下
一
斉
自
動
車
検
問
等
の
ほ
か
、

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力

を
得
て
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

慌
た
だ
し
い
年
末
は
、
日

ご
ろ
気
を
つ
け
て
い
る
事
柄

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で

す
。
被
害
に
遭
う
前
に
防
犯

面
等
に
注
意
を
払
っ
て
、
明

る
い
新
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

安
全
・
安
心
の
た
め
に
県

民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

安
心
の
街

横断歩道のない
場所での横断

自転車の
路地からの飛び出し

車の直前直後の
横断

「事故かな」と思ったら
迷わず110番を！

事件発生時に、付近の住民の皆さんに聞込み捜査を
すると、「あのとき女性の悲鳴らしいものを聞いた」
といった情報をいただけるのですが、そのときに110
番通報をしていただけたら確実に犯人を捕まえること
ができたということが多々あります。
「関わり合いになりたくなかった」とか「誰かが警
察に連絡してくれるだろう」といった理由から、110
番通報をされなかったケースも見られますが、通報が
早いほど被害者を無事救出し、犯人を捕まえることが
できるのです。
110番通報は、事件が確実に発生したと分かったと
きだけのものではありません。おかしいなと思った場
合や怪しい人物を見かけたりした場合には、いつでも
110番通報をお願いします。

駐
在
所
だ
よ
り

年
末
特
別
警
戒
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退職者医療制度

平成15年４月から３歳以上70歳未満の人の自己負担
割合は、本人・被扶養者ともすべて３割となります。

■届け出に必要なもの

●保険証

●年金証書

退職者医療制度で医療を受け

る資格のある人が、年金証書が

届いていないためにやむを得ず

一般の保険証でお医者さんにか

かった場合、申請すると国保の

３割負担と、退職者医療制度で

の自己負担２割（被扶養者は入

院のみ）との差額、1割分が特

例療養費として支給されます。

平成15年４月に特例療養費は廃

止されます。

年金証書が届く前に
お医者さんにかかったとき

次の条件のすべてにあてはま

る人（退職被保険者本人）と、

その被扶養者が対象となります。

対象となる人

①国保に加入している人
②老人保健制度の適用を受けてい
ない人

③厚生年金や各種共済組合などの
年金を受けられる人で、その加
入期間が20年以上、もしくは40

歳以降10年以上ある人

会社や役所などを退職して年金（厚生年金など）

を受けられる75歳未満の人とその被扶養者は、「退

職者医療制度」で医療を受けます。

年金証書を受け取ったら14日以内に担当窓口に

届け出てください。「国民健康保険退職被保険者証」

が交付されます。

自己負担割合は次のとおりとなります。

■自己負担割合

退
職
被
保
険
者

（
本
人
）

外来

被
扶
養
者

（
扶
養
家
族
）

入院

外来

入院

70歳未満

２割

３歳未満

２割

3歳以上70歳未満
３割

3歳以上70歳未満
２割

70歳以上
１割

（一定以上所得者
は２割）

70歳以上

１割

（一定以上所得者
は２割）

年金証書を受け取ったら届け出を

医療機関で支払う費用

国保と医療費
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

３ 火 健 康 相 談 ９:30～11:00
今山ふれあい
交 流 館

一 般 住 民 健 康 手 帳

５ 木
健 康 相 談
平 賀 先 生 の お 話

13:30～14:30
14:30～15:10

農村環境改善
セ ン タ ー

一 般 住 民 健 康 手 帳

６ 金
２ 歳 児 健 康 診 査
（希望者にはフッ素塗布をします）

13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年７月１日～12月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

11 水 ディケア・たんぽぽの会 10:00～
上勝 町 傍示
定住センター

会 員

18 水 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

19 木 妊 婦 教 室 11:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

妊 婦 エ プ ロ ン

20 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年５月１日～10月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

21 土 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 棚野 集 会所 乳幼児とその家族 エ プ ロ ン

22 日 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00
住 民 福 祉
セ ン タ ー

乳幼児とその家族 エ プ ロ ン

12月の保健行事 〈問い合わせ先 福祉課保健師へ 2-1502〉

目 的

この親子健康教室は、学童を対象に親子で食事や運動等の規則正しい生活について考え、未来ある子ど

もたちが健全育成されるよう保護者、学校、食生活改善推進員、役場等が一体となって支援するものです。

日 時 平成15年１月６日

場 所 農村環境改善センター

内 容

日常生活を振り返ってみませんか？

時 間 内 容

９:00～

９:20～

９:30～

12:00～

13:00～

受 付

開 会
規則正しい日常生活について

栄養“バランスの取れた食事を心がけて
いますか？”

講 話 栄養士

親子で調理実習

試 食

ビデオ“子どもの健康づくりについて”
相 談

アンケート記入 終了後随時解散

スタッフ

養護教諭、栄養士、食生活改善推進員、

保健師等

◎各小学校を通じて配布しています親子健康教

室参加申込書にご記入のうえ、12月６日まで

に小学校担任へ提出してください。

※参加希望された方には、詳細について後日連
絡します。

問い合わせ先

生比奈小学校 ２-3004

横 瀬小学校 ２-2009

役場 福祉課 ２-1502

平成14年度 第２回 親 子 健 康 教 室

（月）
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保 健 だ よ り

高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
対
象
者
は

①
六
十
五
歳
以
上
の
方

②
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
で
心

臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ

る
方
な
ど
で
す

昨
年
度
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
個

人
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

通
知
し
ま
せ
ん
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
内
医
療
機
関

に
問
い
合
わ
せ
、
予
防
接
種
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
六
十
五
歳
未
満
の
方
で
、
接
種

希
望
の
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
予
防
接
種
は
個
人
予
防
の
た
め
に

行
う
も
の
で
、
義
務
は
課
せ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

※
接
種
対
象
者
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
料
金
が
異

な
る
た
め
、
直
接
、
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者

１

平
成
十
四
年
十
二
月
末
日
ま
で

※
年
末
に
つ
い
て
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間

２山
西
医
院

二

三
〇
二
七

勝
浦
病
院

二

二
五
五
五

赤
岩
医
院

二

二
〇
〇
六

医
療
機
関

月
曜
日
～

土
曜
日

（
金
・
土
曜
日
は

午
後
休
診
）

月
曜
日
～

金
曜
日

月
曜
日
～

土
曜
日

曜

日

午
前
九
時
～

十
一
時
三
十
分

午
後
三
時
～

五
時

午
後
一
時

三
十
分
～

四
時
三
十
分

午
前
九
時
～

正

午

受
付
時
間

実
施
機
関

３

千
円
（
自
己
負
担
）

勝
浦
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
現
在
居
住

し
て
い
る
方
が
期
間
内
に
町
内
の
実
施
機

関
で
接
種
し
た
場
合
の
料
金
で
す
。
他
の

市
町
村
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
は
そ
の
居

住
し
て
い
る
市
町
村
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
料
金
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

料

金

４老
人
健
康
手
帳
・
保
険
証

※
必
ず
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

５
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十
二
月
の
行
事

海
霧

上
・
下

原
田
康
子

エ
コ
ノ
ミ
カ
ル
・
パ
レ
ス

角
田
光
代

奇
偶

山
口
雅
也

ぐ
ず
べ
り

清
水
博
子

熊
の
場
所

舞
城
王
三
郎

中
央
構
造
体

内
田
康
夫

中
居
屋
炎
上

祖
父
江
一
郎

二
十
代
に
読
み
た
い
名
作

林

真
理
子

ぶ
っ
か
け
め
し
の
午
後

椎
名

誠

ア
レ
ル
ヤ

櫻
井
鈴
茂

黄
昏
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム

村
松
友
視

ｉ

め
ぇ
～
る

田
辺
聖
子

写
本
室
の
迷
宮

後
藤

均

顔

横
山
秀
夫

飛
奴

泡
坂
妻
夫

竜
と
わ
れ
ら
の
時
代

川
端
裕
人

ダ
イ
ニ
ン
グ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

愛
川

晶

美
し
い
日
本
の
暮
ら
し

近
藤
富
枝

小
さ
き
者
へ

重
松

清

密
命

高
橋
義
夫

手
間
な
し
！
野
菜
た
っ
ぷ
り
レ
シ
ピ

黒
川
陽
子

あ
・
た
ま
ご
新
発
見

七
沢
な
お
み

庭
木
の
お
医
者
さ
ん

野
間

豊

フ
ラ
イ
パ
ン
で
い
い
ん
だ
よ
～
ん譚

彦
彬

新
着
図
書
紹
介

子
ど
も
映
画
会

十
四
日

午
後
二
時
か
ら

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

二
十
一
日

午
前
十
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
二
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

四
日
・
十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
五
日

休

館

日

二
日
・
九
日
・
十
六
日
・
二
十
三
日

二
十
八
日
・
二
十
九
日
・
三
十
日

三
十
一
日

※
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄

関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

12月３日 ～12月８日
場 所 勝浦町図書館

保存期間がきれた図書館の雑誌をおわ

けいたします。

ぜひ、のぞいてみてください

マガジン・リサイクル

10月31日、清々しい秋の日に私たち勝浦町読書

振興協議会会員67人は、史跡探訪の旅へと出かけま

した。

まずは、江戸時代末期に、悲惨な運命をたどった

天狗党の最後の地、敦賀へ。不勉強な私は旅行前に

増井会長さんからお話を聞くまで天狗党のことなど

全く知りませんでしたが、ボランティアガイドさん

の丁寧で分かりやすい説明で、教科書には載ってい

ない歴史の裏側を垣間見ることができました。

次に立ち寄ったのは、松尾芭蕉が奥の細道の旅を

終える前に月見をして句を詠んだ気比神社。立派な

鳥居は日本三大鳥居の一つとのこと。

最後に、豊臣秀吉ゆかりの長浜城から雄大な琵琶

湖を見渡して、楽しく有意義な旅の一日は終わりま

した。

観光地巡りとは一

味違う史跡探訪の旅。

日本が今の平和を得

る前のさまざまな人々

のさまざまな人生に

思いを馳せる旅でも

ありました。

敦賀・長浜を訪ねて
大久保 十祈子

読書振興協議会 一味違う‥史跡探訪の旅

図 書 館
だ よ り

（土）（日）

（火） （日）

（土）
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10
月
16
日
～
11
月
15
日

（
敬
称
略
）

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

松
本
博
文

二
男

大
字
沼
江

）

字
夫
婦
松

澄
世

健けん

汰た

中
西
恭
紀

二
女

大
字
三
溪

）

字
宮
平

雅
代

夕ゆ

樹き

久
保
博
和

長
女

大
字
棚
野

）

字
仮
家

桂
子

佑ゆう

奈な

麻
植
雅
昭

長
女

大
字
中
角

）

字
東
山

満
理
子

愛まな

美み

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
樫
渕

森
岡
ツ
ギ
子（
92
歳
）

大
字
久
国
字
松
ノ
本

坪
内
ア
イ
ノ（
87
歳
）

大
字
坂
本
字
岡
田

田
尾
孝
夫（
83
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
16
日
～
11
月
15
日

岡
田
定
往
さ
ん
（
星
谷
）

田
中
善
和
さ
ん
（
生
名
）

古
山

博
さ
ん
（
沼
江
）

森
岡

豊
さ
ん
（
横
瀬
）

田
尾
清
俊
さ
ん
（
坂
本
）

坪
内

勝
さ
ん
（
久
国
）

二
階
堂
将
代
さ
ん
（
今
山
）

岡
本
佳
誉
子
さ
ん
（
黒
岩
）

大
西
一
子
さ
ん
（
横
瀬
）

美
馬
則
文
さ
ん
（
棚
野
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交通事故相談日

日 時 12月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 久次米 憲二
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

心配ごと相談
● 日時 12月６日
12月13日
12月20日
12月27日

● 時間
午後１時から午後４時30分

● 内容
人権・行政・厚生・福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

12 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
５ 12 19 26

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
３ 10 17

午後２:00～４:00
火 火 火

歌 謡
３ 10 17

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 26

午後７:30～９:30
木 木

大正琴
５ 12 20 木曜日は午後１:00～３:00

金曜日は午後７:00～９:00木 木 金

習 字
６ 13 20

午後７:00～９:00
金 金 金

12月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

12月１日 山 西 医 院 ２－３０２７
12月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
12月５日 湯 浅 医 院 ２－２００３
12月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
12月９日 赤 岩 医 院 ２－２００６
12月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
12月13日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０
12月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月17日 山 西 医 院 ２－３０２７
12月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
12月21日 湯 浅 医 院 ２－２００３
12月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
12月25日 赤 岩 医 院 ２－２００６
12月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
12月29日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０
12月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時から翌朝午前９時
休日 午後７時から翌朝午前９時

夜間救急当番表

年末年始の役場の事務は、

12月28日 から
来年の１月５日 まで休みます。

この休み期間中は、当直者が死亡届、出生届、婚姻

届等は受け付けいたしますが、印鑑証明書や戸籍の謄

抄本等の交付事務は取り扱いができません。

慌ただしい年の瀬、つい大事な書類、届出、登録も

忘れがちになります。急ぐ用件、手続きなどは早めに

済ませてください。

役場窓口業務の
ご 案 内

急ぐ用件・手続きはお早めに!

戸籍の

窓（金）

（土）
（日）

（金）

（金）
（金）

（水）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（火）
（日）




